
一
頁

拝
啓

檀
信
徒
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
御
清
祥
の
事
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
日
頃
、
眞
観
寺
に
お
心
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

十
一
月
十
六
日(

日)

か
ら
二
十
三
日(

日)

迄
の
八
日
間
で
開
催
さ
れ
た

「
小
見
観
音
眞
観
寺

平
成
二
十
六
年
甲
午
歳
大
開
帳
」
に
は
推
計
で
一
千
八
百

人
を
超
え
る
参
拝
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

毎
日
、
午
前
十
時
位
か
ら
参
拝
者
は
途
切
れ
ず
、
ま
た
、
日
を
追
っ
て
そ
の
数

は
増
え
、
最
終
日
と
な
る
二
十
三
日(

日
曜
日)

は
五
百
人
を
超
え
る
人
出
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
盛
会
と
な
っ
た
の
は
檀
信
徒
の
皆
様
の
お
力
添
え
あ
っ
て

の
事
で
す
。

大
開
帳
に
あ
た
っ
て
は
公
私
と
も
に
多
忙
の
中
、
眞
観
寺
総
代
・
世
話
人
方
に

は
早
朝
か
ら
の
庭
の
設
営
や
観
音
堂
清
掃
、
開
帳
時
間
中
は
参
拝
者
の
案
内
や
時

報
の
鐘
、
そ
の
後
の
後
片
付
け
に
毎
日
の
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
開

帳
は
、
行
田
市
報
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
が
、
地
元
に
は
よ
り
詳
し
い
情
報
を
提

供
し
よ
う
と
、
大
開
帳
の
チ
ラ
シ
を
市
報
と
同
時
に
配
布
し
ま
し
た
。
地
元
荒
木

地
区
十
一
自
治
会
を
は
じ
め
、
長
野
、
北
河
原
、
須
加
、
星
河
、
太
田(

若
小
玉

・
藤
原)

の
地
区
自
治
会
連
合
会
長
に
は
各
地
区
自
治
会
へ
の
配
布
に
あ
た
り
ご

協
力
と
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
大
開
帳
の
記
名
簿
に
は
関
東
一
円
だ
け
で
無
く
、
遠
く
京
都
、
名
古
屋

。

、

や
静
岡
か
ら
の
名
前
も
あ
り
ま
し
た

ど
う
い
う
方
法
で
大
開
帳
を
知
っ
た
の
か

不
思
議
で
す
。
ま
た
、
大
開
帳
の
八
日
間
、
一
度
も
雨
が
降
ら
な
か
っ
た
の
は
観

世
音
菩
薩
の
妙
智
力
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
の
吉
縁
を
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
も
早
い
も
の
で
年
の
瀬
と
な
り
、
新
し
い
年
を
迎
え
ま
す
。

瑞
光
満
ち
る
平
成
二
十
七
年
元
旦
、
恒
例
の
元
旦
護
摩
を
観
音
堂
で
厳
修
い
た

し
ま
す
。

（

）

、

「

」

護
摩
祈
願

護
摩
札

を
御
希
望
の
方
は

左
記
の

小
見
眞
観
寺
元
旦
護
摩

を
ご
一
読
の
上
、
同
封
の
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
願
意
を
書
い
て
ご
返

送
く
だ
さ
い
。



二
頁

お
申
込
み
は
フ
ァ
ッ
ク
ス(

〇
四
八-

五
五
六-

二
二
〇
〇)

で
も
受
付
け
ま
す
。

複
数
体
の
申
し
込
み
の
方
は
、
眞
観
寺
に
申
込
書
が
あ
り
ま
す
。
折
り
返
し
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
電
話
〇
四
八
ー
五
五
六
ー
二
六
七
八
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

遠
方
の
方
に
は
護
摩
札
を
郵
送
致
し
ま
す
。
送
料
は
無
料
で
す
。
ご
遠
慮
な
く

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

合
掌

平
成
二
十
六
年
十
二
月

眞
観
寺
住
職

中
村

重
継

檀

信

徒

各

位

小
見
眞
観
寺
元
旦
護
摩

平
成
二
十
七
年

元
旦

第
一
座

午
前
十
時

・
日
時

第
二
座

午
前
十
一
時
半

（

）

十
二
時
半
に
観
音
堂
を
閉
じ
ま
す

眞
観
寺
観
音
堂

正
観
世
音
菩
薩
御
宝
前

・
場
所

護
摩
（
ご
ま
）
と
は

「

」

護
摩
は
正
し
く
は

護
摩
修
行

と
言
い
ま
す
。
真
言
密
教
の
修
行

の
一
つ
で
、
護
摩
火
中
に
仏
を
招

、

。

来
し

御
仏
の
真
体
を
観
じ
ま
す

護
摩
に
よ
っ
て
煩
悩
を
焼
き
浄

、

、

、

め

大
厄
を
消
除
し

家
内
安
全

身
体
健
全
、
商
売
繁
盛
等
、
開
運

を
祈
願
し
ま
す
。

護
摩
の
願
意
に
つ
い
て

護
摩
の
願
意
は
自
由
で
す
。
眞

観
寺
の
護
摩
は
祈
願
と
滅
罪
の
護

摩
で
す
。
次
項
の
代
表
的
な
お
願

い
が
あ
り
ま
す
。

厄

年

早

見

表

男

性

女

性

前
厄

平
成
４
年
生

平
成
８
年
生

厄

本
厄

平
成
３
年
生

平
成
７
年
生

小

後
厄

平
成
２
年
生

平
成
６
年
生

前
厄

昭
和

年
生

昭
和

年
生

50

59

厄

本
厄

昭
和

年
生

昭
和

年
生

49

58

大

後
厄

昭
和

年
生

昭
和

年
生

48

57

男
女
大
厄

昭
和

年
生
ま
れ

30



三
頁

・
災
厄
消
除

・
家
内
安
全

や

く

よ

け

・
交
通
安
全

（
平
成
二
十
七
年
よ
り
交
通
安
全
の
祈
願
は
「
護
摩
札
一
体
」
と
「
交
通

安
全
名
前
入
り
御
守
一
体
」
で
三
千
円
と
し
ま
す
。

追
加
の
「
交
通
安
全
名
前
入
り
御
守
」
は
千
円
で
す
。
使
い
方
と
し
て

交
通
安
全
御
札
を
家
や
事
業
所
に
飾
り
、
御
守
を
各
車
両
に
携
帯
す
る
と

良
い
で
し
ょ
う
。

・
商
売
繁
盛

・
身
体
健
全

・
延
命
長
寿

・
当
病
平
癒

・
傷
病
平
癒

・
心
願
成
就

・
開
運
満
足

・
合
格
成
就

・
学
業
成
就

・
就
職
成
就

・
工
事
安
全

・
工
場
安
全

・
労
災
絶
滅

・
勝
利
祈
願

・
従
業
員
安
全
・
事
業
繁
栄

・
方

除
（
方
位
除
）

・
火

難

除

(

お
願
い
が
か
な
っ
た
と
き
に)

・
御

礼

。

、

護
摩
札
は
一
体
に
付
き
一
願
意
で
す

護
摩
の
準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ハ
ガ
キ
は
十
二
月
二
十
五
日
迄
に
ご
投
函
下
さ
い
。

護
摩
祈
願
料
は
三
千
円
で
す
。
祈
願
料
は
申
込
時
だ
け
で
な
く
、
元
旦
に
持
参

さ
れ
て
も
大
丈
夫
で
す
。

平
成
二
十
七
年
元
旦
護
摩
祈
願
を
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
翌
年
も
元
旦
護
摩
の

御
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
遠
方
の
方
は
護
摩
札
の
郵
送(

送
料
無
料)

と
併
せ
て
銀
行
振
り
込
み
を
ご
活
用
下
さ
い
。

群
馬
銀
行

行
田
支
店
（
３
７
４
）

普
通
口
座
０
１
７
８
３
３
９

口
座
名
義

シ
ュ
ウ
）
シ
ン
カ
ン
ジ



四
頁

眞
観
寺
正
観
世
音
菩
薩
大
開
帳
の
御
報
告

御
挨
拶
の
中
で
も
報
告
し
ま
し
た
と
お
り
、
眞
観
寺
の
正
観
世
音
菩
薩
御
開
帳

が
無
事
に
成
満
致
し
ま
し
た
。
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
は
あ
ら

た
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

配
布
物
な
ど
で
数
え
た
参
拝
者
の
数
は
次
の
様
に
な
り
ま
す
。

記
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
名
前
の
数

約
七
〇
〇
名

配
布
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
数

約
一
、
四
〇
〇
枚

御
開
帳
参
拝
記
念
の
小
御
守
の
数

約
一
、
五
五
〇
体

記
名
簿
は
書
か
な
い
人
が
半
数
以
上
で
し
た
。
正

観
世
音
菩
薩
と
眞
観
寺
を
紹
介
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

は
「
夫
婦
だ
か
ら
一
枚
で
い
い
よ
」
と
言
う
方
も
二

割
以
上
い
ま
し
た

御
開
帳
参
拝
記
念
の
御
守
も

出

。

（

口
が
分
か
ら
な
く
て
入
口
か
ら
出
た
た
め
）
渡
し
そ

び
れ
て
し
ま
っ
た
人
が
一
定
数
い
ま
し
た
。

日
を
問
わ
ず
二
度
、
三
度
と
拝
観
に
な
る
方
も
一

割
く
ら
い
居
る
上
に
、
毎
日
拝
観
し
た
方
も
数
名
い

ま
し
た
。
結
果
、
延
べ
人
数
で
は
一
千
八
百
人
は
確

実
で
、
二
千
人
に
近
い
数
字
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

寺
の
住
職
も
含
め
、
寺
方
で
働
い
た
人
は
延
べ
百
六
十
人
で
し
た
。

上
の
写
真
は
二
十
二
日
（
土
曜
日
）
午
後
の
護
摩

修
行
の
御
札
加
持
、
下
の
写
真
は
御
開
帳
の
参
道
の

。

、

様
子
で
す

参
拝
者
が
い
な
い
よ
う
に
見
え
ま
す
が

そ
こ
は
七
千
坪
あ
る
眞
観
寺
境
内
で
す
。
四
〇
台
用

意
し
た
駐
車
場
は
一
杯
に
な
っ
て
も
境
内
に
は
余
裕

が
あ
り
ま
す
ね
。

次
回
は
十
二
年
後
の
小
開
帳
で
す
。
今
回
の
経
験

を
生
か
し
て
運
営
に
当
た
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
健

康
に
留
意
し
て
次
の
御
開
帳
に
臨
み
ま
し
ょ
う
。

以
上
、
御
報
告
致
し
ま
す
。



五
頁

参
拝
者
皆
さ
ん
の
声

「
こ
の
よ
う
な
文
化
財
が
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」

護
持
し
て
き
た
歴
代
住
職
、
檀
徒
、
信
徒
、
地
元
の
方
々
の
お
陰
で

す
。
今
後
も
、
護
持
し
、
忘
れ
去
ら
れ
ぬ
よ
う
広
報
に
努
め
ま
す
。

「
間
近
で
見
ら
れ
る
な
ん
て
感
激
で
す
」

、

。

奈
良

京
都
に
行
っ
て
も
平
安
仏
を
こ
の
距
離
で
は
見
ら
れ
ま
せ
ん

「
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
写
真
と
比
べ
る
と
・
・
」

印
刷
物
の
写
真
は
全
て
県
立
博
物
館
の
レ
プ
リ
カ
の
写
真
で
す
。
本

物
を
ご
覧
に
な
れ
る
の
は
参
拝
者
だ
け
で
す
。

等
々
、
色
々
な
ご
意
見
、
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た

「
客
殿
」
と
「
境
内
」
の
広
さ
に
驚
い
た
方
が
多

。

「
こ
う
い
う
お
寺
が
あ
る
な
ん
て

か
っ
た
よ
う
で
す
。と

い
う
意
見
も
Ｙ
准
教
授
を
は
じ
め

知
ら
な
か
っ
た
」

多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

客
殿
で
の
給
茶
接
待
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。

本
堂
を
見
た
い
と
言
う
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
が
、
手
数
が
足
ら
な
い
の
で
、
今
回
は
公
開
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
本
堂
が
何
ら
か
の
文
化
財
に
で
も
な
っ

た
ら
公
開
を
考
え
ま
す
。

一
つ

「
何
故
、
観
音
堂
照
明
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
は
無
い

、

の
か
？
」
と
い
う
疑
問
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
き
な
理
由
は
観
音
様
を
護
る
た
め
で
す
。
昔
な
が

ら
の
白
熱
電
球
に
比
べ
て
蛍
光
灯
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
有
害
な
光
成
分
が
多
い
の
で

す
。
左
下
の
図
は
光
源
に
よ
る
光
の
波
長
分
布
を
表
し
た
も
の
で
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と

蛍
光
灯
に
は
波
長
の
短
い
領
域
に
特
徴
的
な
ピ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
て
光

は
波
長
が
短
い
ほ
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
値
が
高
い
の
で
す
。
観
音
様
の
状
態
を
護
る
た

め
の
白
熱
灯
照
明
な
の
で
す
。
節
電
の
観
点
で
は
無
く

「
光
の
波
長
と
エ
ネ
ル

、

ギ
ー
の
関
係
」
と
い
う
量
子
力
学
の
観
点
か
ら
判
断
し
て
い
ま
す
。



六
頁

上
尾
市
原
市
長
久
寺

寺
子
屋
塾

仏
画
仏
像
展

十
一
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
の
両
日
に
、
上
尾
市
原
市
に
あ
る
長
久
寺
学
園

寺
子
屋
塾
に
よ
る
仏
画
・
仏
像
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

上
尾
市
長
久
寺
の
住
職
は
一
級
建
築
士
で
、
私
が
西
明
寺
本
堂
を
設
計
し
た
縁

で
知
り
合
い
ま
し
た
。

「

」

、「

」

「

」
、「

」

仏
法
僧

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が

仏

は

悟
り
の
境
地

法

は
「
仏
教
経
典

「
僧
」
は
私
た
ち
住
職
の
事
で
は
無
く

「
経
典
の
実
践
す
る

」
、

、

」

。

、

、

人

を
表
し
ま
す

仏
壇
に
読
経
を
す
る
人
も

先
祖
の
お
墓
参
り
に
行
く
人
も

巡
礼
に
行
く
人
も
、
写
経
を
す
る
人
も
、
仏
様
に
関
わ
る
こ
と
を
実
践
す
る
人
が

「
僧
」
な
の
で
す
。

そ
の
中
で
も
絵
画
は
挑
戦
し
や
す
い
分
野
だ
と
思
い
ま
す
。
本
職
の
仏
画
師
が

描
い
た
仏
画
が
巧
い
の
は
当
た
り
前
で
す
。
素
人
が
描
い
た
仏
画
な
ら
ば
「
ひ
ょ

っ
と
し
て
我
々
も
こ
れ
な
ら
出
来
る
の
で
は
」
と
思
う
事
が
で
き
ま
す
。
そ
ん
な

上
尾
市
周
辺
の

「
仏
画
が
好
き
な
皆
さ
ん
」
が
描
い
た
仏
画
の
展
示
会
を
行
い

、

ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
大
盛
況
と
な
り
、
大
成
功
を
収
め
ま
し
た
！

絵
馬
の
奉
納

眞
観
寺
の
観
音
堂
内
に
は
多
く
の
絵
馬
や
巡
礼
奉
納
額
が
掛
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
絵
馬
の
奉
納
は
江
戸
末
期
が
最
後
の
よ
う
な
の

、

、

、

で

今
回
の
大
開
帳
を
記
念
し

総
代
・
世
話
人
の
協
力
を
得
て

平
成
の
絵
馬
を
奉
納
し
ま
し
た
。
画
題
は
鎮
西
八
郎

源

為
朝

ち
ん
ぜ
い
は
ち
ろ
う
み
な
も
と
の
た
め
と
も

公
の
流
鏑
馬
図
と
し
ま
し
た

「
京
彩
色
中
嶋
」
に
て
描
か
れ
、

。

や

ぶ

さ

め

東
京
浅
草
の
仏
具
商
「
翠
雲
堂
」
で
絵
馬
と
な
り
ま
し
た

「
施

。

無
畏
」
額
の
隣
の
鎮
西
八
郎
を
是
非
御
覧
下
さ
い
。

般
若
心
経
を
詠
む
会
に
講
師
を
招
き
ま
す
。

よ

毎
年
恒
例
の
「
般
若
心
経
を
詠
む
会
」
を
、
今
年
は
大
開
帳
も
あ
り
ま
し
た
の

で
、
九
月
と
十
二
月
の
十
八
日
に
開
催
し
ま
す
。

今
年
最
後
と
な
る
十
二
月
十
八
日
の
「
般
若
心
経
を
詠
む
会
」
で
は
、
昨
年
同

様
に
上
池
守
持
宝
院
の
副
住
職
馬
場
隆
法
師
を
お
招
き
し
て
、
般
若
心
経
の
伝
授

ば
ば
り
ゆ
う
ほ
う
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を
致
し
ま
す
。

馬
場
隆
法
師
は
昭
和
五
十
三
年
生
ま
れ
、
京
都
本
山
で
修
行
の
後
、
高
幡
不
動

で
研
鑽
を
積
ん
だ
経
歴
を
持
ち
ま
す
。
当
日
は
高
幡
流
の
ゆ
っ
く
り
し
た
般
若
心

経
を
教
授
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

大
開
帳
護
摩
に
も
五
座
出
仕
さ
れ
た
馬
場
隆
法
師
は
、
元
朝
護
摩
の
祈
願
太
鼓

。

。

も
奉
納
致
し
ま
す

音
楽
の
感
覚
に
優
れ
た
隆
法
師
の
講
義
を
お
楽
し
み
下
さ
い

日
時

十
二
月
十
八
日
（
木
曜
日
）
十
時
～
十
一
時
半

場
所

真
観
寺
客
殿

～
～
～

来
年
の
干
支
に
つ
い
て

～
～
～

。

。

来
年
は

未

歳
で
す

昔
の
人
は
方
位
に
十
二
支
を
当
て
は
め
て
表
し
ま
し
た

ひ
つ
じ

、

、

左
の
図
の
よ
う
に
未
は
七
時
の
方
角
で

十
二
支
を
八
方
位
に
当
て
は
め
た
の
で

未
歳
の
守
り
本
尊
は
奈
良
の
大
仏
様
で
有
名
な
「

」
様
で
す
。

大
日
如
来

だ
い
に
ち
に
よ
ら
い

真
言
宗
は
釈
迦
如
来
が
悟
り
に
至
っ
た
境
地
が
全
宇
宙
の
真
理
を
表
し
た
「
大

日
如
来
」
で
あ
る
と
し
て
大
日
如
来
の
境
地
を
求
め
る
宗
派
で
す
。
真
理
が
分
か

る
に
は
勉
強
や
訓
練
が
必
要
な
の
で
、
毎
日
、
新
し
い
こ
と
を
一
つ
で
も
多
く
学

ぶ
よ
う
努
め
ま
す
。

興
味
深
い
話
と
し
て
、
日
本
へ
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
に
や
っ
て
き
た
フ
ラ
ン
シ

、

「

」

「

」

、

ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
は
当
初

全
知
全
能
の
神

デ
ウ
ス
神

を

大
日

と
訳
し

し
ｎ

キ
リ
ス
ト
教
を
説
明
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
結
果
、
仏
教
の
一
派
と
勘
違
い

さ
れ

「
大
日
如
来
な
ら
日
本
に
も
有
り
ま
す
。
遠
く
か
ら
の
布
教
活
動
ご
足
労

、

様
」
と
、
僧
侶
達
に
歓
迎
さ
れ
た
り
し
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
真
言
宗
の
寺
は

本
尊
と
し
て
大
日
如
来
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
「
デ
ウ
ス
神
」
を
そ
の
ま
ま
「
デ

し
ん

ウ
ス
」
と
言
う
よ
う
に
な
っ

た

よ

う

で

す

。

未年の守り本尊

「大日如来」観音堂前の八体佛


